
TEAM NACS 20th ANNIVERSARY

TEAM NACS CHRONICLE
－20周年を記念した展覧会を、札幌・大阪・東京で開催－

PRESS RELEASE
2016/7/31

■展覧会内容
TEAM NACS公演の舞台写真、衣装展示／秘蔵映像の上映／メンバーからのメッセージムービー
上映／メンバー手形展示／記念写真撮影コーナー／限定グッズ販売

■期間・会場
【札幌】2016年10月21日(金)～11月6(日) 札幌パルコ SPACE SEVEN/7F
【大阪】2016年11月10日(木)～11月20日(日) 梅田ロフト
【東京】2016年11月23日(水・祝)～12月5日(月) 池袋パルコ PARCO MUSEUM/本館7F
■入場 600円（税込） ※小学生以下は無料、ただし保護者同伴

※グッズ購入のみご希望のお客様も入場料が必要
※その他詳細は、後日パルコ公式ＨＰ www.parco-art.com にて発表いたします。

【本展覧会に関するお問合せ】
株式会社パルコ

メディアコミュニケーション部 高橋（taka-ken@parco.jp） TEL：03-3477-5781
エンタテインメント事業部 小林（koba-dai@parco.jp）山崎（yama-hiro@parco.jp) TEL：03-3477-7921

〒150-0045 東京都渋谷区神泉町8-16 渋谷ファーストプレイス

TEAM NACSとは、北海学園大学演劇研究会出身の
森崎博之・安田顕・戸次重幸・大泉洋・音尾琢真による演劇ユニット
NACSは、「North Actors Club Special」の略称となっているが、先に決まっていた「NACS」という名前に意味を付けようとして半ばこじつ
けられた ネーミングである。
初演「LETTER～変わり続けるベクトルの障壁」(1996年)より、公演を重ねる度、確実に動員数を増やし、「LOOSER～失い続けてしま
うアルバム」（2004年）にて、初の東京公演。
以降「COMPOSER～響き続ける旋律の調べ」（2005年）、「HONOR～守り続けた痛みと共に」（2007年）とさらに動員数を増やし、
大泉洋が作・演出を手がけた「下荒井兄弟のスプリング、ハズ、カム。」（2009年）では、全国6都市64ステージを駆け抜け、53,000人
を動員。
2011年、TEAM NACSは15周年を迎え「5D -FIVE DIMENSIONS-」として、5人5様=5次元のエンターテインメントを上演、
60,000人を動員。2012年には森崎博之が5年ぶりの演出となる「WARRIOR～唄い続ける侍ロマン」を全国18都市で開催。

TEAM NACS20周年を記念して、これまでの舞台写真や衣装を一挙公開！
秘蔵映像の上映など、メンバーの20年の歩みをたどる展覧会


